
郵便番号

住　　所

氏　　名

印

64,072 ｋｌ
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ｔ－CO2

メールアドレス

主 た る 事 業
の 内 容

中分類

Ｅ大分類

０４４－２４５－１５３８

※
受
付
欄

主 た る 事 務 所 又 は
事 業 所 の 所 在 地

川崎市川崎区鈴木町1-1

　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

担当部署

上記以外の事業者（任意提出事業者）

製造業 

食料品製造業

連 絡 先

事業活動地球温暖化対策計画書

主 た る 事 業
の 業 種

事 業 者 の 氏 名
又 は 名 称

該 当 す る 事 業 者
の 要 件

104-8315

川崎市川崎区鈴木町1-1

取締役社長　　　伊藤　雅俊

東京都中央区京橋一丁目15番1号

規則第４条第２号該当事業者

規則第４条第３号該当事業者

場合を含む。）の規定により、次のとおり提出します。

醤油食用アミノ酸製造・うま味調味料製造・その他調味料製造

味の素株式会社

09

ＦＡＸ番号

０４４－２３３－０３２２

規則第４条第１号該当事業者

※
特
記
事
項

 ※事業者番号

（あて先）川崎市長

担 当 部 署 名

所 在 地

電話番号

総務・エリア管理部　安全・環境グループ

第１号様式

エネルギー起源の二酸化炭素
以外の温室効果ガスの排出の量

自動車の台数

原油換算エネルギー使用量

事 業 者 の 規 模

　川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例第９条第１項（同条第４項において読み替えて準用する

（第１面）

味の素株式会社

(代理人)理事川崎事業所長　伊藤　善計

規則第４条第４号該当事業者



（第２面）

計 画 期 間   平成２５年度　　～　  　平成２７年度

温室効果ガスの排出の量の
削減を図るための基本方針

別添　指針様式第１号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減に向けた組織体制

別添　指針様式第１号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標及び温室効果ガス
の排出の量

別添　指針様式第１号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標を達成するための
措置の内容に係る事項

別添　指針様式第１号のとおり

他の者の温室効果ガスの排
出の抑制等に寄与する措置
に係る事項

別添　指針様式第１号のとおり

その他地球温暖化対策の推
進への貢献に係る事項

別添　指針様式第１号のとおり

備　　　考
当社の地球温暖化対策の取り組みについてはホームページにて公表し
ています。
http://www.ajinomoto.com/jp/activity/environment/

　　 ５　氏名（法人にあっては、その代表者)を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあって
        は、その代表者）が署名することができます。

備考 １　欄内にすべてを記載できない場合は、別紙により提出してください。
　　 ２　□のある欄は、該当する□内にレ印を記載してください。
　　 ３　計画書には、事業活動地球温暖化対策指針に定める資料を添付してください。
　　 ４　※印の欄は記入しないでください。



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第１面）

１　温室効果ガスの排出の量の削減を図るための基本方針

事業活動地球温暖化対策計画

２　温室効果ガスの排出の量の削減に向けた組織体制

【全社基本方針】
健やかないのちの営みのために人類の基本課題である「地球持続性」「食資源」解決のために事業を通じ
て貢献する。
1.(依存と影響の把握)地球環境･社会の状況と事業活動との関係性を把握･評価します。
2.(負荷の極小化)環境負荷の極小化を追求します。資源の利用効率の最大化を追求し､生態系が保全される
調達に努めます。
3.(価値提供)自然共生型･低炭素型･資源循環型へ社会変革を目指し､人と地球のいのちに貢献する商品･
サービス･技術･システムの提供を推進します。
4.(協働)サプライチェーン上の関係者に事業活動を通じて働きかけます。
5.(情報公開)計画･実績を定期的に報告します。
6.(マネジメントシステム)EMSを活用し､他のマネジメントシステムと有機的に連携させ､継続的に改善しま
す。
●味の素グループゼロエミッション計画を作成し取組中

【川崎事業所】
味の素グループゼロエミッション計画にそって事業所目標を設定し取り組む
・ISO14001をベースとしたマネジメントシステム運用の定着
 （ISO14001　認証登録日2001年3月）

【本社】 エネルギー管理統括者

(環境担当執行役員)

エネルギー管理企画推進者

(環境・安全部長)
事務局

環境・安全部

経営企画部

【川崎事業所】 川崎事業所長 エネルギー管理者

研究所

環境管理者

事務局

総務・エリア管理部

川崎工場

環境管理者

各研究所長

グループ長
製造課長

グループ長

関係会社等

(ＡＰＡＣ、味の素物流
ＡＪＥＣ)



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第２面）

基 準 年 度 年度 目 標 年 度 年度

（実） 91,769 （実） 89,016

（調） 91,768

（実） 3.0 （実） 2,753

　 イ　基準排出量原単位等と目標排出量原単位等

原 単 位 の 活 動 量 単 位

基 準 年 度 の 値 目 標 年 度 の 値

削 減 率 ％

 延床面積、生産数量
 以外の原単位を使用
 した場合の理由

　 ウ　目標設定に関する考え方

 (２) 温室効果ガスの排出の量の削減目標（全社目標）

tCO2/千ﾄﾝ

880.7

3.0

目 標 排 出 量

　温室効果ガスの排出量削減を図るため、排出量を年１％以上削減することを前提に目標を設定
した。　2013年度は、第二期省エネプロジェクトを展開し各職場で削減案を検討し案件の実施を
進める。2014年以降については１％以上の削減目標を設定し取組みを継続する。

基 準 排 出 量

＜味の素ｸﾞﾙｰﾌﾟで設定した2011/2013年度ゼロエミ計画＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標）
１）生産系事業場
    グループ全体
　　 CO2排出量原単位    ２００５年度比 ３５％削減
　　国内生産系事業所
　　 CO2総排出量　　　　 ２００５年度比 　８％削減

生産数量

削 減 率

854.3

t-CO2

t-CO2

％

t-CO2

削 減 量

３　温室効果ガスの排出の量の削減目標等（第１号、第２号、第４号該当者等）

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減目標及び温室効果ガスの排出の量

　 ア　基準排出量と目標排出量

平成２４ 平成２７



５　温室効果ガスの排出の量の削減目標を達成するための措置の内容に係る事項

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減のための措置の内容

様式第１号　　　　　　　　　　　　（第４面）

 事業所等に係る
 温室効果ガスの
 排出の量の削減
 を達成するため
 の具体的措置

 (第１号、第２
 号、第４号該当
 者等)

 自動車に係る温
 室効果ガスの排
 出の量の削減を
 達成するための
 具体的措置

 (第３号該当者
 等)

○生産設備のエネルギー管理
　エネルギー使用状況の管理、分析結果に基づき生産工程の改善を行う。
　ポンプ、ファン、コンプレッサー等の負荷に応じた調整を行う。
○事務所等の空気調和の管理
　指定フロン使用した空調設備更新時に合わせた省エネ型空調設備への更新を
　推進する。
○照明設備の運用管理
　照明器具等の更新の際には省エネ型を採用する。



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第５面）

 (２) 再生可能エネルギー源等の利用計画及び前年度末における利用実績

　 ア　再生可能エネルギー源等の利用に係る考え方

　 イ　再生可能エネルギー源等の利用計画及び利用実績

設備等の種類 概要(規模、導入場所、性能等) 導入年度 備考

　 ウ　再生可能エネルギー源等の価値の保有計画及び保有実績

種　　類 概要(規模、場所等) 保有年度 備考

 (３) 基準年度の末日までに完了した主な対策内容

省エネルギー関連の設備投資については、基準年度以前から積極的な取り組みを行っている。
具体的には、これまで下記のような取り組みを実施している。
○廃熱有効利用（ガスエンジン廃温水活用）の拡大により小型ボイラー2基の廃止及び4基の使用
停止（平成22年度）
○指定フロンを使用した空調機を代替フロンを使用した省エネ型に更新(平成22年27台、平成24
年5台)
○インバーター式コンプレッサー導入（平成24年度）

【ＣＯ2排出量実績】
　2009年度　106.1  千ﾄﾝ
　2010年度　 89.2
　2011年度　 87.1
　2012年度　 87.5

バイオマス燃料の供給を継続する



１．グリーン購入の推進を行う。
　　森林生態系破壊リスクを考慮した紙資材の調達
２．廃棄物の減量化、分別化の推進を図る。
３．廃棄物の有効利用を促進する。
４．他の者に対する環境負荷低減の取り組み要請
　　運送委託業者に対する低燃費車使用やエコドライブの実施を要請する。
５．植物性残渣の活用
　　製造工程で発生する植物性残渣をバイオマス発電燃料として供給を継続する。
６．包装容器３Ｒ推進
　　2010年度を基準年度として2015年までに
　　　プラスチック原単位２％削減、紙原単位５％削減目標とする。

様式第１号　　　　　　　　　　　　（第６面）

６　他の者の温室効果ガスの排出の抑制等に寄与する措置に係る事項

７　その他地球温暖化対策の推進への貢献に係る事項

・グループ企業や他社との共同配送およびモーダルシフトの推進による荷主の義務としてＣＯ2
排出量を年１％削減に取り組む。

・環境貢献、配慮型の製品・技術開発の推進による川崎メカニズム認証取得を目指す。



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第７面）

８　前年度の温室効果ガスの排出の量等の実績

 (１) 事業者単位

　 ア　第１号、第２号、第４号該当者等

（実）

（調）

（実）

（調）

 (２) 事業所等単位（第１号、第２号該当者等）

　 ア　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が 1,500kl 以上の事業所の一覧

事業所の名称

味の素株式会社川崎事業所 91,696 t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 以上 1,500kl 未満の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 ウ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 未満の事業所の一覧

 (３) 事業所等単位（第４号該当者等）

　 ア　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ以上（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ未満（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の数

91,768
t-CO2

t-CO2

91,769

　 イ　第３号該当者等

事業所数

温室効果ガス
の排出の量

100kl 未満 1

事業所の所在地
事業所に係る
事業の名称

日本標準産業分類

細分類番号

エネルギー使用量の規模

400～500kl 未満

100～200kl 未満

200～300kl 未満

事業所数

事業所の所在地
事業所に係る
事業の名称

温室効果ガス
の排出の量

日本標準産業分類
細分類番号

温室効果ガス
の排出の量

事業所に係る
事業の名称

その他調味料製造

300～400kl 未満

事業所の所在地

川崎市川崎区鈴木町１－１

日本標準産業分類
細分類番号

0949


